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　自他ともに許すキャザーの「最高傑作」と言えば『大司教に死は来る』1）のみであるが、この大
作が世に出たのは一九二七年（五十四歳の年）である。しかしこの記念すべき年は、彼女の「運命
の変転」を告げる不吉な年でもあった。/というのも、こめ年を境に彼女の身の上に不幸な出来事が
次々と降り懸かることになるからである。まず第一に、都市計画による地下鉄敷設のために、永年
住み慣れたニューヨーク市バンク街五番地のマンションを退去せざるを得なくなるが、こめ「古い
家」は彼女が作家として最も充実していた十五年の歳月を過ごした所である。『教授の家』が象徴
的に示しているように、人生で「最良の時」を過ごした荏血を失うことはl彼女にとって深刻な打
撃であった。
　第二に、翌年の一九二八年三月、最愛の父チャールズが心不全で死去する（享年八十）。彼はヴァー
ジニアから中西部のネブラスカに移住後も、南部叱りが抜けず、栄達や金儲けとは無縁の穏やかな
田舎紳士であった（ウッドレス　二十八）、と言われている。父親を深く愛していたキャザーにとっ
て、その死は大変な衝撃であった（ウッドレス　四一三一四一四）。ルイス（一九〇八年以来キャ
ザーと生涯を共にした盟友）は『生きているヴィラ・キャザー　一個人的記録』の中で、“It was ａ
greaいhock to her - not only the personal １０卵、but her realization of the changes it fore-
shadowed. There had always been the kindest and fondest relationship betw叩ｎ her 皿d her
father : and his gentle､ modest pride in her achievements、 and the high esteem they had ｗｏｎ、
were one of the chief satisfactions she got from what is known as success”（一五二）と述べて
いる。独りになった母親のヴァージニアは、弟のダグラスに引き:取られてカリフォルニアに転住し、
郷里の家は無人となる。これは、一族の要であった実家の崩壊を意味するもめである６
第三に、カリフォルニアに転住してから僅か数か月後の一九二八年十二月、母親（七十八歳）が
卒中で倒れて半身不随と重度の言語障害を併発し、パサデナの療養所で寝たきりとなる。そのため、
キャザーは病母の見舞いと看護のために、アメリカ大陸を横断（ニューヨーク⇔カリフわレニア）
する大変な長旅を繰り返し、経済的にも援助するが、母親は三年にわたる闘病生活の末、一九三一
年八月死去する。もともとヴァージニアは南部の紳士階級に属する名家の出で、結婚前の職業は学
校の教師べ早世した父の職業は国会議員）。たいそう気位の高い南部美人で、気性の激しい女性で
あった、と言われている。評伝者のウッドレスは彼女のことを“ａ woman of energy and force.
Handsome and domineering” （二十）と述べている。それだけに、彼女の闘病生活が当人は言う
に及ばず、その娘にとっても如何に悲惨であったかは、ルイスの言葉を見れば明らかである。彼女
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が徹底的に幻滅しでいたのは第一次大戦後のアメリカ社会の変貌であることを指摘しておく。ルイ
スは寸今のケベックは、彼女（キャザー）の愛するフランスとは時空に於いて、あまりにもかけ離
れすぎているので、（今さら訪ねてみても）元の姿などたいして留めてはいないと思っていたのだ
ろう［Perhaps she thought of modern Quebec as too far separated 鋤 time and place from the
France she loved to have much left of its original character］」（一五一）と述べている。
　にもかかわらず、一九二八年の夏（六月）になってこの地に足を向けだのは、第一に、前年には
永年住み慣れた安住の家を、春には最愛の父を失ったからでありミ第二に、彼女の避暑用の別荘が
たまたまカナダのグラン・マナン島にあったからである。彼女に同行したルイスは、避暑地に焦が
れる思い詰めたキャザーの姿を見るにつけても、この年は二人して「新しいルートを試み、どこか
新しい国でも見てみる［try ａ new route and see some new country］」（一五三）ことにした、と
述べている。と見てくれば、二人がケベック行きを計画した最大の目的がいずこにあったかは自明
である。程度の差はあれ、とにもかくにも、自分の身近な世界で起こった浮き世の憂さを晴らすこ
と。これが、何よりも、新ルートを試みて現実逃避の避暑に出かけた二人の旅立ちの目的であった。
したがって、ケベック行きはその目的のために選ばれた一手段であったに過ぎない。当初の計画で
はケペックには立ち寄るだけであったが、到着早々ルイスが風邪を引いて寝込んだために、この地
に十日間も逗留する羽目になった（ルイス　一五四）、という。　　　　　　　　　　　　　……
　とはいえ、思わぬハプ二ングによる予定外の滞在中に、キャザーが目にした現実のケベヅクの姿
は、この町に対する彼女の従来の見方を全面的に覆すものであった。ルイスによれば、午ヤザヤは
ケベックにたいそう心を奪われ、本作品の舞台となるウルスラ会女子修道院、大聖堂、神学校、勝
利の聖母教会、旧市場跡などを熱心に見て回ったり、カナダ史に関するバーグマンやスコットめ書
物に読み耽っていた（一五三¬二五五）、という。なるほどキャザーの見たケベックの姿は、前作
で彼女に多大の喜びを与えたカトリシズムの世界である。しかし彼女がこの町に立ち寄ったのは、
人生で最も不幸な時期を迎え、非情な「時の重荷土に打ちひしがれていた時のことである。だとす
ると、ケベックがキャザーの心を捉えた最大の理由は、ここでは数百年前のフランスの古都の面影
が今なお色濃く生き続けていたという点にある、と考えてよかろう。というのも√第一に、前年か
らごの年の夏にかけて彼女を襲った一連の不幸な出来事、つまり安住の家の喪失、父の死、実家の
無人化が意味するものは、何よりも世の無常であり、第二に、憧れの古の世界が今も豊かに温存さ
れている古都とは、換言すれば、世の無常とは無縁にどこかで時が止まっているような至福の空間
であるからである。しかも、ケベックがカトリシズみに貫かれた平和な古都であるとするなら、そ
れは彼女の崇敬する聖母マリアに守護された恵みの空間でもある。
　と見てぐれば、現実逃避の旅の途中で忽然と現れた美しい＜異界＞の発見は、キャザーにとって、
まるでタイム・カプセルを潜り抜けて、浮き世の世界から古代ギリシアのアルカディア高原に降り
立ったような大変な驚きであり、望外の喜びであったに違いない。この喜びを新たな創造力に変え
て、浮き世で受けた心の傷を癒そうと試みたのが『岩の上の影』である。当時の作者が何よりも
「時の重荷」に捉われていたことは、本作品の表題を見れば明らかであるレというのも、キャザー
文学に於いて「岩」とは「ｲ可か永遠なるもの、変化とは無縁の何か永続するもの」（『大司教に死は
来る』　九十八）に対する人間の憧れを象徴し、本作品で言う「影」とはこの不易不動の岩の上で、
限りある命を生きた人間たちのことであるからである。永遠なる心のへの憧れと有限なる命の悲し
み。換言すれば､:「時と永遠」（ウッドレス　四三四）。このテーマのもとで作者は一体いかなる桃
源の物語を描こうとしたのであろうか。　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
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連結形）十(did = fame)」（人jヽ稲　七一六）であるからである。では何故に、このような人物がニユ｀－－
フランスの岩山の上に立っているのであろうか。　　　　十上　　　　　　　　　　　　　っ
　オークレールは、パリでフロンテナック伯爵家の隣家で生まれた。彼の生家はこの伯爵の持ち家
で、一家は祖父の代から伯爵の恩顧と庇護のもとで薬種屋を営んできた。彼もまた父の跡を継いで
薬剤師となった。しかし当時のフランスは、ルイ十四世下の悪政と重税の故に社会の荒廃と庶民の
苦しみは増すばかりであり、くわえて両親の死後、彼の代になって家業は傾ぐ二方で、先行きは真っ
暗であった。その彼に救いの手を差し伸べてくれたのがフロンテナック伯爵である。というのも、
オークレールは、七十歳の高齢ながら再度カナダ総督に任命された伯爵から、総督の任が解かれれ
ば必ず母国に連れ戻すという条件つきで、彼の薬剤師兼医師としてニューフランス行ぎの誘いを受
けたからである。その誘いを受けてオークレゞルが妻子と共に大西洋を渡ったのは、¬-･六八九年の
ことである。人生は「偶然」によって左右されるというのが『教授の家』以降の作者の人生観であ
るが、まことに「パリでフロンテナック伯爵の隣家に生まれたという偶然が、ユークリッド・オー
クレールの運命を決めてしまった」（二十七）のである。しかし、あれから八年の歳月が流れ、今
は十二歳の娘と寂しい二人暮らしである。というのも、良妻賢母であった糟糠の妻は、二年前に帰
らぬ人となったからである。想えば、オークレールば前作の偉大な主人公シャン・タワー、ラトゥー
ルとは異なり、いざ渡航する段になって死ぬほど逡巡したが、健気な妻の励ましで万里の波濤を越
えたのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　し
　母国へ向かう最終便の船が島の彼方に消えてから既に半時も経つというのに、夕暮れの岩山の頂
上にただ一人悄然と佇み、眼下に広がる空虚な川面をじっと見つめる白髪混じりの男。この発びし
いオークレールの姿こそ、年とともに募る彼の望郷の思いを示すものであり、流離の悲しみを象徴
するぢのである。第一便のフランス船がこめ岩山の町に入港するのは七月、故国に向かう=最後の船
が町から出てゆくのは十月である。‥この最終便が出航したあと、翌年の夏まで八か月間「北国の岩
山の上に立つこのフランスの植民地は、ヨーロッパから、世界から完全に切り離されてしま1う」
（三一四）のである。オゞクレールが岩山の頂を去りかねて、最後の一人になるまで居残っていた
のは「このように世界から隔絶されていることが、年ごとに耐えがたいものとなってきた」て四）
からである。しかし祖国フランスヘ、懐かしい故郷のパリヘ帰る夢は今年もまた潰えたのだノなぜ
なら、一日千秋の思いで待ち続けていた「良き知らせ」、つまり主人の伯爵を本国へ召還する国王
からの親書は今年もついに来なかったからである。オークレールは、これから冬に向かう極北の僻
遠の地で「厳しい現実の生活」（三）に耐えながら、翌夏の吉報を待つしかないのである。＼では、
この失意の男が暮らす流離の地ケペックとは一体いかなる所であり、そこで彼はどのような生活を
営んでいるのであろうか。　　　　　　　　　　　　　　　／　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（四）　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　ケベックは、フランスの北部から渡ってきたカトリック教徒の人々によって建設されたアメリカ
大陸に於けるニューフランスの拠点であり、ノルマン・ゴシック風の町並みを見れば、とても異境
の地に居るとは思えないほど北フランスの田舎町にそっくりである。しかし、いったん目を町の外
に転ずれば、母国との違いは一目瞭然である。というのも、この岩山の町は、対岸の水際まで追っ
ている僻蒼とした黒松の森と、足を踏み入れたが最後、生きては帰れない人跡未踏の原始林に取り
囲まれ、町と外界を繋ぐ道はセント・ローレンス川以外に何もないからである。
　町の人口は二千人足らずで、その頂点に立つのは総督と司教である。「山の手」には総督の官邸
や教会、修道院、神学校、司教館が立ち並び、そこから二百フィートほど真下にある「下町」、尚つ
134
まり岩山の麓には一般庶民の家が群集七ているめはよ
を頂点とするヒエラルキア社会であることを象
　■■r¶■-･-　　・
が中世フランス文化の心酔者であるとするなら√こ√･
●Ｖ　ＩＰ／／．”’ﾉﾄ|り’:wfqlﾆ4　‾　J.‾　　J　　’　・　　･.
映されでいるｹのは理の当然であるよ「山の手工トに佳作千プヰ･ンレ
オークレールの世代の人々が若か町し頃に仰‥ぎ見た偉人」……:（二=::
開拓者的人物であるのに対して、丁全く神に見放
営者、トワネッニト・ゴーがT下町」の住民とされすいｿﾞワネッニト・ゴーがT下丿町」の住民とされでいﾑる……の'!i
　薬種屋を営むオークレールの住居は「山の手トと……「下町」……:
置に住んでいるのは、フロンテナック伯爵の至急のﾚお召土丿に
方の住民:に対七ても同しように便利である:からで
そ、ヒエラルキー¬社会のもとで暮らす住民たち=の
ると同時=に､犬作者の人閣観とも密接に繋がるも=のであj
営むオークレ十ルとセシルの親子は、本作品で主人公名
父子の住居が岩山の中ほどに設定きれていることの意占
るのは次の三点、（1）オークレールは断.じてキャザ十的
（2）オークレサルは流離め身をかこちながらｿも、÷舷庶
上に立う生活を営んでい＼るこ七レ(3)前作で見られた作
レールの無垢な一人娘七シルに転化されているこ=とし換
世界」を取り次ぐ仲介者的人間､=jつまり/地上の聖母的女
にづいて順番に考えていきたい．　　　　………………ﾚ:..j ;==･J=･|.:=I
第一に、ユークリッド・オ十クレー－ルは名実と心
が、それというのも、こめ人物像に彼女の亡父
・　- ･●　‾=／　　．ﾐ●　．･　’●-一一　　-･
一五六）．本作品が父と娘を主人公とす石孝行物語七万jづ
というのもへ＼数か月前に最愛の父を亡く七だ失意の
古都ケベックどの幸福な遭遇によづて浮き世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･●　・　丿●■　・．●･●●　●･　･･
の思いが最終的に収斂しでゆぐのぱ生前の父の姿で
るからである。娘の年齢が十二歳に設定されでいるｽ1=の4まﾉﾐ……j 無 u
を作者が、つまり｢時の重荷｣ニに提われた作家キ今年卜加√、
たｏからである。『岩め上の影』△が作者の実人生と=深ぐ《ﾚ係わづ
リヅド・オークレールとめ本質的な類似点やjセシルの母親観
明らかである。なぜなら√作者の亡父は√オこクレ≒ル]と
換言すれば、流離の悲しみを知る1人間であ:ると伺
とは凡そ無縁の非エロス的な人間であったからヤ
病期間と重なっていることは既に指摘した。では
つい.て見てみよう．大八　　　　‥‥‥　‥‥　‥‥‥‥]〕………]………………ﾚﾔｿﾞ.,j｡･･1･J.JI..･j･.1.:･，
　岩山の象徴に従えば，オ÷クノレールとセシルの住処壮士般庶ｽ
で営まれている二人の家庭生活は町民め模範であることj意叫
「下町」の住民から仰考見られる位置に設定されてい石かﾚらﾄ
けては彼の家に立ち寄りたかっかレこの家め内部ぱレプラ丿
ような気がするからである･･‥‥町の人々が何かと口実を設=に
そこで営まれている生活四質のためであ:りた｣且二十二÷ニ
解釈が正鵠を得ていること犬を示す証左である丁換言す=れば=ご=
アル老司教は、
=ギャザーの言う
にある･6＼彼がこの位
き=ミしかも町の双
では住処の位置こ
種屋で日＼々の生活を
言1……だとす/名と、この
jあろ/うか=。し考えられ
ば√物心両面ではるか
往､……本作品ではオーク
市………:｢
I上り万世界｣こと｢下の
,于る√では√上記の三点
ﾉそ対照的な人間である
分らであ名Oレイス
:よﾉｽりの証左である．
ﾄしだよへうな永遠の
すば偲ぶほど、彼女
●.･●　●　●..●.●･●　・冨な過去:の日々であ
琴Iに生ぎる子供時代
(時代と見なしてい
y=ﾉ彼女め亡父とユーク
ごしでいることを見ても
こ陸jの辺境地卜の移住者、
（=の夢胎成功の夢）なしど
レ÷ル家の暮らしぶりに
的ｿ廿あyるくと伺時に、そこ
と………らﾄi………こ一一jの.親
I
･ﾃﾐFり住処は
者だ
=ちは些細な口実を設
ちには故国の我が家の
も寄りたがる‥のもy･……
手の言葉は、上記の
剪種屋に心を惹かれ、
「岩の上の影」論：時・空の観点からの一考察（桝田） 135
頻繁に立ち寄るのは、故国を遠く離れた異境の地で、オークレール家が物心両面でフランス的なも
のに貫かれているからである。最初に、＜物＞の観点から見てみよう。　　　　　　＼
オークレールは、カナダ総督を務める伯爵お附きの薬剤師兼医師として渡航したので、パリの実
家からは好きな物を好きなだけ持参することができた。その特典を最大限に活用したのは彼の妻で
ある。というのも､寸オークレール夫人は新生活をできるだけ昔の生活のようにする」（二十三）こ
とをモットーに「生活め必需品と思われる家具調度類を全て持参する」（二十三）ことができ‥たか
らである。語り手は「店の後ろの客間は昔のパリめ客間にそっくりであった」（二十三）と述べて
いる。したがって、薬種屋に来れば、束の間でも厳しい異境の生活を忘れ､＼故国の雰囲気に浸るこ
とができるからこそ、オークレール親子の家がフランス生まれの移住民たちには憧憬め対象となる
のである。薬種屋に対する移住民たちの憧憬とは、換言すれば、オークレール家が＜物＞の面で一
般の移住者よりも格段に恵まれていることを明確に示す証左である。では次に、＜心＞の観点から
薬種屋で営まれている父と娘の家庭生活について見てみよう。　　　　　　　　　　　　　十
六フケンス家具はケベックの住民たちが故国を偲ぶために必要不可欠な物であるうと、その家具類
を用いて故国とそっくりの生活空間を再生したのはオークレール夫人である。そして彼女が二年前
に物故して以来、オークレール家の家政を切り回しているのはセシルである。だとすると、オーク
レこル家の特質と魅力の創造者は二人の女性、今は亡きオークレール夫人と娘のゼシルどなる。語
り手は「オークレール家は、木や布やガラスや僅かな銀器でできているよ引こ見えるけれどもごこ
の家の佃吐なり特質なりは実に二人の女性の優れた徳性、つまり伝統に対する母の一貫した誠実さ
と、その母の意志に従う娘の忠実さで造られている」（二十五一二十六）と述べている。換言すれ
ば、作者はオークレール家の家庭生活が祖国フランスの伝統に貫かれているからこそ、その忠実な
継承者である二人の女性に惜しみない賛辞を呈しているのである。では、その伝統とは一体どのよ
うなものであろうか。それは「はるか数百年の昔から連綿としてオークレール夫人まで受け継がれ、
彼女が忘却の荒れ野や怒濤逆巻く大海原を越えて持参してきた生活についての感情」（二十五）、つ
まり何よりも秩序と規則正しさを重んじる「私たち独自の家風」（二十五）である。このフ=ランス
人「独自の家風」を娘に伝えるために、余命の少ないオークレール夫人がセシルに言い続けたのは
次の言葉である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　ニ
「近い将来、私の病気が進んで、お前の手伝いができなくなると、お前が一人で一切のことをや
るのは、ずいぶん辛いことだと幾たびも思うかも七れない。でも√やがては私のように自分の務
めが好きになるものです。お父さまを幸せにするには、秩序と規則正しいことがいちばん大切だ
と分かれば、やがではそうすることに誇りを覚えるようになるでしよケ。生活に秩序がなければl
私たちめ生活は哀れな野蛮人のように実に嫌なものになってしまいますからね。故郷のフランス
では、家事を最良の方法で切り回すようにと教わってきたもめです。それに、私たちは良心的な
国民です。だから、私たちはヨーロッパでいちばん文化的な国民と言われ、他の国々の人たちが
私たちのこどを羨むのですよ。」（二十四一二十五）　　　　　　　　　　　＼　レ
＼最初に、オークレール夫人が娘に教えた家政文化は、故国の一般的実像と言うよりはむしろ理想
像である。というのも、海外の辺境植民地に住む移住者が母国の文化を高く評価すればするほど、
その文化の特質と美点が拡大、強調され、理想像へと昇華されてゆくのは自然なことであるからで
ある。次に、生前のオークレール夫人は母国の伝統文化を礼賛するところの良妻賢母であり√彼女
の亡きあと、オークレ、ル家の家事を一人で切り回七ているセシルは、その母親が「とても聞き分
けの良い子ト（二十五）と感心した孝行娘である。したがって、オークレ十ル夫人が不治の病に冒
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は、セシルが「上の世界」と「下の世界」を取り次ぐ仲介者であることを暗示する一つの証左であ
る。次に、ジャック、つまりセシルの無私な母性愛の対象である幼い男の子が、幼児キリストと同
十視されるとき、「セシル＝カナダの地上の聖母」という作者の意図は決定的なものとなる。キャ
ザーは、第二巻「セシルとジャック」の第三章で「それは今から二年前のことである」（七十）と
いうフラッシュ・バックの技法を用いて、幼いジャックと老司教のラヴァルとの間に起こったある
不思議な出来事を本文に挿入している。　　　　　　　　　　　　　　　万　　　　∧
　時は、町全体が一面の雪に覆われ、一月の月光が冴え渡る、ある寒さの厳しい真夜中：所は、老
司教の長年の宿敵であるサン・ヴァリエ新司教の豪奢な司教館の前の階段：登場人物は、着る物も
着ずに、その階段の奥にうずくまって啜り泣いている「赤子のような男の子」と、召し使いを連れ
て通りかかったラヴァル老司教である。男の子とは四歳のジャックで、彼は、泊まり客の男だちと
遊びに出たまま真夜中になっても帰宅しない母親を捜しで途方に暮れていたのである。老司教はジャッ
クを自宅に連れ帰り、自分のベヅドに寝かせて、徹夜で介抱する。今もジャックの記憶にあるのは、
老司教が暖かいタオルで彼の足を拭き終わると、身を屈めて彼の足を手に取り、最初は片方の足に、
次いでもう一方の足に接吻したことである。この行為は、疑いもなく丁老司教が幼子のジャックを
幼児キリストと同一視していることの証左である。それというのも、老司教は「幼児救世主を思わ
せる、この幼子」（七十五）との避遁を単なる偶然事ではなぐ、聖職者としての自己に内省と再生
を迫る神の摂理と捉えているからである。老司教の回想によれば、彼の生涯は三十六年という等分
な時期に二分され、前半生は純粋な求道者であったのに対して､/後半生ではカナダに於ける教会の
覇権を打ち立てるために、総督や知事などと世俗の争いに明け暮れる闘争の人であった。想い見れ
ば、老司教は､ヶカナダ移住を契機として「自分の精神と意志を霊の導き=に服従させる」「瞑想と祈
祷」（七十五トの人から「他の人々の精神や意志を自分自身の意志に服従させる」「行動の人卜（七
十五）へと変身していたのである。ケベックの宗教界に君臨するのは、開拓者世代に属するラヴデ
ル老司教（七十三歳、辺境の偉人）とその後継者で彼に敵慌心を抱くサン・ヴァリエ新司教寸四十
四歳、前者とは対照的な俗物）の二人であるが、人間的評価に於いて両者の間に雲泥の差が設けら
れているのは、二人の年齢差に作者の世界観や人間観が如実に反映されている丿からである。既に
見たように、フランスがケベックの開拓に着手したのは十七世紀の初頭（岩山の町ケベックの建設
は一六〇八年）であるが、本作品の物語が始まるのは十七世紀の末期（一六九七年）であるレ
　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　（五）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　ラヴァル老司教が四歳のジャックにキリストの姿を見たのは今一つ理由がある。それは、彼自身
が常日頃信徒に教えてきたように「この国ほど聖家族を一心に信仰している所は世界め何処にもな
い」（一〇一）からである。本作品に於ける「聖母マリア」、「嬰児キリスト」、「幼子キリスレト」と
いう言葉の多用は、その事実を裏付ける証左である。というのも、「聖家族」の中ではキリストは
大人ではなく、聖母に守護された幼い男の子であるからである。新生カナダのニューフランスが世
界でいちばん「聖家族」を信仰する国であるとするなら、ケベックをしてケベックたらしめている
一大要因は「聖家族」の信仰にある、と言えよう。では、その観点から見れば、ケペックとは一体
いかなる土地なのであろうか。ニ
　最初に、「聖家族図」は「天上の三位一休図に対し、地上の三位一体図」（桑田　六〇七）と呼ば
れ、配される人物は「聖母子十ヨセフ」か「聖母子十アンナ」である。つまり配置人物の脇役に多
少の違いはあろうと、主役はいつも幼児キリストと聖母マリアの二人である。したがって、「聖家
族図」が意味するところは、信仰に貫かれた家族の絆、とりわけ、聖母を要とする母子の絆の重視
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にある．次に、カトリシズムの世界でぱ4聖母は「午ﾘｹﾞｽ下」」
の母」（坂本ﾉ∇六十九）であり√聖母の役割はく千子三人旬子ｿﾞの
りつぐ」ニ（坂本　六十九）こ=とにあるレ聖母が午り二事ﾉと＼人
特別視されるのは、このためであるレ「子≠人間JJは√y惜しﾚ易
の助けを求めることによって、「時め重荷トに支配懲ｿﾞれた苦う
は『岩の上の影』を作者の「煉獄」イ二六十）と捉えずい:るｿﾞﾑ……、
がｰ.いやしくもカトリケクの信徒である限り･→ﾀﾞ信仰生活j
て自然であるレ具体的に見てみよう．………j十六∇く＼＼ﾚﾀﾞ･J.こ..･=11･..::..･..;=jJI
　ケペックの人々が生きるLI=常世界は､･総督と司教七ｹいうﾔ政ノ
ラルキー社会であり、それは外面的ソ形式的:には紛札心女ﾚくﾌﾟ
から見れば､=この辺境植民地で何よ丿ﾄも重視される力は聖母ｿﾞ
がうて､ノケ､ベツクの社会は外面的形式とは裏腹に内面的
視されるのﾉは聖母であ名ノ最初に、総督と聖母め関=俵に
十五歳で軍籍に入り、以来祖国のために数々の勲功
見られできた｢偉人｣‥のブ人であるノ｢彼は政治｣と奥
なかった士(二四七)という言葉から窺われるよ万引=
ても、｢宗教上の問題では常に教会の権威を認め:Ｏ
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　総督と老司教という＜二大厳父＞がこれほどまで深く聖母マリアに帰依しているのは、ケベック
の人間社会が信仰面では「キリストの母」にして「すべての人間の母」である聖母を頂点とする母
権制であることを明確に示すものである。この母権制社会を貫く聖母崇敬とは、換言すれば、「天
上の聖母」対「地上の人間」という縦軸のアガペーを意味するものである。では、「聖家族」の信
仰者は聖母を賛美、崇敬するだけでよいのであろうか。その答えは「聖家族丁の教えにある。とい
うのも、「聖家族」は聖母の重要性と同時に、家族の絆というものの大切さを教えでいるからであ
る。つまり「聖家族」の信仰者は「天上の聖母」を賛美、崇敬するのみならず、＜地上の家族の絆
＞を大切にしなければいけないのである。カトリシズムの世界が「ファーザー」、「マザー」、「ブラ
ザー」、「シスター」、「子＝一般信徒」から成る多層的な大家族制の共同体であり、隣人くとは信仰を
通して繋がる兄弟姉妹にして家族制共同体の一員であることを考えるならミここで言う家族の意味
が肉親のみに止まらないことは自明である。　　　　　　十
　=語り手はセント・ローレンス川から仰ぎ見るケベックの町の姿を「岩山全体が凍りついた川上に
そそり立つ一つの大きな白い教会堂」（一三六）とか寸沢山の蝋燭が立っている祭壇か､し古い伝説
にある聖なる都」（一六九）バこ讐えているが、ケペッ=クの一大特質である「聖家族」の信仰とは、
この新生カナダの地が〈聖母対人間＞という縦軸のアガペーと〈人間対人間＞という横軸のアガペー
から成る＜恵みと救いの土地＞であることを意味するものである。そのことを端的に立証するめは
マリーという罪深い女の救済物語であり、慈善病院の現修道院長マザー・ジュシローが初代の院長、
故マザー・カトリーヌに纏わ:る話としてセシルに物語る形式を取っ七いる。父親に同伴して慈善病
院を訪れたセシルの願いに応えて、マザーは彼女に語る。カナダに一身を捧げたフランス人聖女、
カトリーヌが未だ修道女の頃のことである。慈善病院の一角で祈りを捧げる彼女の前に立ち現れて、
救いを求めたのは母国で惨めな死に方をした名うての悪女マリーである。マリーは如何なる人の忠
告にも全く耳を貸さず、罪深い放埓な生活を長く続けた結果、町から追放され、最終的には洞窟の
中でサクラメントも受けずに死ぬ。そして、その遺骸は、不潔な獣のように溝に投げ込まれて埋め
られる。この地獄に落ちたと信じられていた罪深い悪女の霊が、はるかケベックに現れ、同郷人の
修道女カトリーヌに訴えたのは、次のことである。
　「自分が洞窟で死にかけていることを自覚し、心身ともに汚れて、世間から見捨てられたことを
知ったとき、私は自分が犯した全ての罪の重荷というものを感じました。私は聖母マリアに向かっ
て叫びました。天上の母よ、貴女さまは、身を滅ぼし見捨てられた者が最後におすがりする方で
す。ﾚ私は世界の一切に見放されました。貴女さまの他に希望はありません。ただ貴女さまだけが、
私の落ちた所へ下りてこられるお力をお持ちです。どうぞキリストの母マリアさま、私にお慈悲
をおかけください！　優七い万民の母は、今わの際に私をt毎悟させたのです。私は死んで救われ
たのです。聖母さまは私の刑罰を縮めるお恵みをたれたので、今は二、三度のミサが私を煉獄か
ら救うのに必要なのです。なにとぞ私のためにミサを唱えてください。そうして頂ければ、神さ
まと聖処女マリアさまに貴女のことを祈り続けます。上　　　　　　　　　　（三十八一三十九）
　マリーの願いに応えて、カトリーヌ修道女が一心にミサを唱えた結果、数日後に感謝と喜びに満
ちたマリーの霊が聖女の前に現れ、煉獄から救われたこと、今度は彼女が聖女のために祈りを捧げ
ることを告げる。マリーが罪を犯したのはフランスである。しかし、その罪が蹟われ、彼女が煉獄
から救われたのは、ケベックに於けるアガペーめ結果である。これは、ケベックが恵みと救いの上
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地であることを象徴的かつ明確に示すニうの証左右あﾄるﾚj
悲のお陰で救われたのです」（三寸八）というマリ÷ｻの］
文学に於ける＜救い＞の問題は聖母を抜ぎにして偉考=ﾇ
賛美＞と＜性愛忌避＞を色濃く内に秘めた女性作家の丿
の意識＞ど＜死の恐怖＞に苛まれると大きに､1救いを求め）ﾐ
＜救世主の聖母にして全ての人間の母ミ聖処女マソソアク
づいで考えるとき√忘れてはならない重要なく点は丁壮ﾌﾞ
西部ネブラスカの田舎娘であ名彼女が払う=だ最大の犠牲√そ，
独身を貫くことであった、といくうごとであるノではミケベ
す第二の事例について見てみよう。………………=……＼………〉1………
それは、フランスで無念め死を遂げた哀れな死者をｿ悼ん
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しい生活に追われながらも:、こ/の老人は信仰心のj
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年を厳しくたしなめて彼の手かも動物を解放させたこ
の人には親切で優しい人であうた。下の人というめ偉二
（九十≒）どいうオークレールの言葉は、何よりも……ﾐｿ……jビ=万シ万よ:ﾂﾞ1=万:
る心の優しい善人であることを示すものであるノ＼万万 ﾉｿ:…………:……J……………j･==･.1:=
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め湯沸かしを持ち去って、金物屋に売るという微罪
会を狙っ､ていた例の不良少年がお上に密告したた
シェット老人が極刑に処されたのは√彼が無名の庶民であ
であるよルイ十四世下の悪政と重税のもとで社会
ことは√上にj引用した「ビシ.エツト爺さんよりもまが貧．
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国土の畑や葡萄園や森林め富はべ片サイユの歓り
でさ=え華麗な礼服や宝石類で破産しかけていた。
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のフランスが＜闇の国＞であるとするなら、新大陸のケベックは紛れもな＜＜光の国＞である。と
いうのも、第一に、本作品の主人公を務める父子の姓「オごクレール」とは語源的には「光」に関
係している6）からであり、第二に、この親子が＜光の国＞を代表する人物であるからこそ、次のよ
引こ語るのである。
　　｢私は、あの人の良い爺さんが昔から天国に居ると信じてい名。毎年私がミサを唱えるのは、
あの人が満足するから、というより私の気持ちが済むからなのだよ。それに、私の十家が、まだ
忘れてはいないということを爺さんに知らせてやりたいのだ。｣
　　｢お父さん、私も生きている限り、命日にはビシェット爺さんのためにミサを唱えます。｣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　(九十三)
　ピシェット老人が、まるで虫けらのように殺されたのはフランスである。しかし、この無名の死
者に対して毎年敬虔なミサが捧げられているのはケベックである。くわえて、この植民地の宗教行
事の中で、とりわけ重要視されるのは死者のために祈る日、丁移住者たちの思いが遠く離れた故国
の教会や墓地に帰（る）」（九十六）「諸魂日（十二月二日）」7）であ芯。つまり、ケベックは生者と
生者のみならず生者と死者をも繋ぐアガペーの土地であり、そこで住民たちの鏡となる模範的な家
庭生活を営んでいるのがオークレール家である。ビシェット老人はフランスで無念の死を遂げ、母
国の人々からは忘れ去られても、ケベックで営まれる敬虔な宗教行事を通してオークレール一家の
心の中で＜再生＞し続けるのである。では、ケベックが恵みと救いの土地であることを示す第三の
事例について、第三巻の「長い冬」から見てみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　犬
　セシルが母親から引き継いで面倒を見ている男に、ブリンガーという渾名を持つ、ひどい斜視の
醜男がいる。その面倒というのは、ひもじい生活をしている彼に、毎晩暖かいスープと一杯の葡萄
酒を与えることである。ブリンガーは町の「物笑いの種」（十六）になるほど、森とインディアン
を恐れる気弱な男である。だが、この男には、死刑執行人（拷問吏）として無実の女を処刑したと
いう、人には言えない暗い過去がある。自分の性格と意志に反して、ブリンガーがその職に就いた
のは、彼が死刑執行人の息子という不幸な星の下に生まれたからである。無実の人間をあやめ:ると
いう衝撃的な事件の後で、亡霊と罪悪感に心身を苛まれたブリンガーが密かに母国を捨て、ケベッ
クに流れてきたのは四年前のことである。しかし遠い異土に逃れ、徹底的に過去を隠してみでも、
記憶の世界からは自由になれない以上、いつまでも荒地的な心象風景と罪の意識に苦しめられるの
は自明の理である。それは『私のアントニーア』に登場する二人のロシア移民、パーベルとピーター
の事例8）を見ても明らかである。キャザー文学に於いて罪人を救うのは聖母であり、その聖母に讐
えられているのがヒロインのセシルである。と見てくれば、ブリンガーがセシルとの係わりを通し
て、心の安らぎと救いを得るのも何ら不思議なことではなかろう。
　かたくなに心を閉ざして生きるブリンガーが、初めて人間らしい感情を表出したのはセシルの前
である。「苦七みは、人を思いやる気持ちを教えてくれる」（一六二）というオークレールの言葉が
真実だとするなら、ブリンガーこそ人の情けには人一倍敏感な人間のはずである。聖誕祭の人形を
飾る日、誰からも相手にされない陰気で孤独な彼を自宅の客間に招じ入れ、聖誕祭の準備に参加さ
せたのはセシルである。ブリンガーが箱から人形を取り出すたびに、今まで人には見せたことのな
い打ち解けた喜びの声を上げたのは、彼にはこのような体験は初めてであるからである。「北風と
太陽」の教訓が示すように、ブリンガーは〈聖母セシル＞の＜子＞としで温かく彼女に迎え入れら
れ、キリストの降誕という「聖家族」の世界に導かれるとき、自己の堅い殻を脱ぎ捨て、無邪気な
子供の世界に立ち戻ることができるのである。ブリンガーがキリスト降誕に纏わるセシルの話を聞
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る女性なのである。その家庭生活で要となるのが＜信仰と家族の絆＞である。ここで言う家族の絆
の中で、女の子は父親と、男の子は母なる女性と格別に強く結びつくのがキャザー文学の特質の＝-
つであることを忘れないでおきたい。それは『私のアントニーア』や『我らの一人』を見れば直ぐ
に分かることである。それらの点を踏まえた上で、セシルよりも凡そ一世代年上の人物で、第三巻
の「長い冬」に登場する、姿を見せない隠れ修道女、ジャンヌリレ･ベルについて見てみたい。彼
女は自己の大願成就のために、家族と一切の縁を切って世捨て人になった女性であり、親孝行とい
う点から見れば、セシルとは正反対の人物である。その意味で、作者がセシルの回想を通してジャ
ンヌを紹介する形式を取っているのは意味深長と言える。具体的に見てみよう。
　ジャンヌはモントリオール一の富裕な商人の一人娘として生まれ、何不自由のない身の上であり
ながら、十五歳の時に「世の光」（一三一）になりたいという大願を抱き、両親や位の高い聖職者
の強い反対と説得にも屈せず、十七歳で＜出家＞し、爾来約二十年、裁縫仕事を通して教会と貧者
に奉仕しながら「隠者生活の絶対的孤独」（一三二）を貫き、ついに自己の大願成就に成功した非
凡な女性である。一月のある晩、くジャンヌが龍もる礼拝堂の庵室に公現祭（一月六日）の翌日天
使が現れ、彼女の壊れた糸車を修理した＞という噂がケベックの町に伝わる。最初に、語り手は
「そのひどい冬の間、ジャンヌ・ル・ペルの糸車の話は、多くの家々の炉端で愛すべき尾ひれをつ
けて繰り返し語られた。天使が彼女のもとを訪れたという話は、雪に覆われたカナダを越えて遠方
の教区にまで広まり、その先々で人々に喜びをもたらした」（一三六）と述べている。次に、聖女
としてのジャンヌの評価は「ヴィル・マリー（ジャンヌの故郷の町）の罪人は全て、あの献身的な
乙女の祈りのお陰で救われたことであろう」（一七五）というラヴァル老司教の言葉に明らかであ
る。だとすると、この有り難い聖女に纏わる奇跡の物語が年とともに伝説として定着し、新生カナ
ダの地で「光」を求めて生きる人々に「喜び」（一三六）を与え続けてゆくのは確かである。事実、
「ジャンヌリレ・ペルの糸車の話」をたいそう興奮してセシルに伝え、フランスよりもカナダの方
が神の国に近いと述懐するのは、いまだ暗闇の世界に生きるブリンガーである（ちなみに彼が薬種
屋で積年の心の重荷を降ろすことになるのは、この数か月後の春である）。ジャンヌが「ヴィル・
マリーの世捨て人」（一三四）として今も多くの人々から慕われﾐ歴史にその名を残している1o）の
は、彼女が時空を超えた「世の光」であることの証左と言えよう。
　とはいえ、ジャンヌ自身の人生はどうであったのだろうか。彼女は最終的に自己の「成功」に満
足できたのであろうか。苦節二十年、青春時代の夢を実現させたことは何よりもジャンヌの「強さ」
を示すものであり、「願望は創造である」（『教授の家』　二十九）という作者の信条に繋がるもの
である。しかし、ジャンヌがいかに非凡な女性であろうと、神ではなく人の子である以上、強けれ
ば強いほど、その人生が「強さ」の反面「哀れ」を伴うことは『おお、開拓者だちよ！』のヒロイ
シ、アレクサンドラ・ベルグソンを見ても明らかである11ソジャンヌの人生について考えるとき、
重要なことは「聖家族」の信仰が世界でいちばん盛んな国で、彼女が家族の絆に徹底的に背を向け、
世捨て人として生きた、いや自己の大願を成就するためには、そう生きざるを得なかったというこ
とである。ここに彼女の払った犠牲があり、彼女の「哀れ」に繋がる要因がある。
　まず第一に、世捨て人としてのジャンヌの出発点に悲劇的な親子の断絶がある。彼女が尼僧にな
る決心をしたのは、ケベックでの三年間の遊学生活を終えて帰郷した十五歳の時である。にもかか
わらず、取りあえず五年間の貞潔の誓願を立て、屋敷内の自室に閉じ龍もることができたのは十七
歳の時である。決意と実施の間に二年の時間差があるのは、一人娘の結婚を夢見ていた「父親の絶
望に勝てなかった」（一三二）からであり、その説得に時間がかかったからである。十七世紀のカ
ナダでは、女性の結婚適齢期は遅くとも十五歳（十六歳を過ぎると親に罰金が科せられた）12）であっ
たことを指摘しておきたい。一人娘のジャンヌに対して父親が格別の愛情を抱いていたことは、彼
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が発表した「娘の持参金は五万エキュー丁という言葉に明らか々ある。……というのも、この持参金の
故に、ジャンヌは「カナダ一富裕な女相続人」（一三三）と呼ばれだからであ名。それだけに愛娘
に夢と期待を裏切られた父親の落胆と悲しみは、筆舌に尽くしがたいほど深いものであったに違い
ない。最終的に父親の絶望に打ち勝ち、己の意志を貫きﾚ通した＼どころに、ジャンヌの寸強さ」があ
る。世捨て人として生きるために、ジャンヌが最初に捨てざる
慈しみ、その幸せを願い続けた両親である。「引き龍も名｡･とき、
.を得なかった者、それは彼女を愛し、
ﾄ……Jジ･ヤソメは家族の者に、誓いを立
てた五年の間は、どんなことがあろうと彼らと話をしたり、交わったりyしてはならないのだと説明
した」（一三二）という語り手の言葉を見れば、世捨て人の定めくとは身内の家族にとっていかに非
情なものであるかは言うまでもなかろう。聖書に「わたしの名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、
子、あるいは畑を捨てた者はすべて、その幾倍もを受けﾐまた永遠の］いのちをし受け継ぎます」13）と
いうイエスの言葉があるにしても、生涯世捨て人を貫き通したジャンヌの生き方が本作品で強調し
ているF聖家族」の教えに適っていないことだけは確かであるレノ　………万
　第二に、一途にジャンヌを愛しながらも、彼女の「強さ」ゆえに絶望的な人生の苦杯をなめた男
性が今一人いる。毛皮商売を営むジャンヌの父親のも/とで有能=な番頭を勧めていた隣家の若者、彼
女と同い年で幼馴染みのピエール・シャロンである。彼がジデンタの結婚相手として最も相応しい
人物であることは自他ともに許していたことであり、またそれだけの値打ちのある非凡な男性であ
る。父の死後ピエールが隣家に雇われ、毛皮商売のやり）方を仕込まれだめは、彼の父もジャンヌの
父親と同様、毛皮の商売で成功していたからである。ピエールはセシル一家とも古い顔馴染みであ
るが、オークレニルはこの青年の第一印象についで次め）ように述懐し七いるノ
オークレールにとっても、また彼の妻にとっても、ピエール∧√シヤ､徊………ンlまやっと探し当てた模範
的人物のように思われた。他の誰にもましてピエールは、彼らが祖国のセーヌ川の岸辺で思い描
いていた＜大いなる森の自由なフランス人＞といケロマンデイ＼ツクな心象を如実に体現していた。
彼は旧世界の礼節と、新世界の気力と勇敢というもめを兼修していたよ　　（一七一一一七二）
ピエールの今一つの美点は、彼が何よりも家族の絆を大切に ずること=である。母親に対する彼の
孝養ぶりは「敬意」（一七三）に徹したものである。とはいえ､∧ピエーメレは模範的な孝行息子であ
ると同時に、カトリックの信徒でもある。したがってミ彼め家族愛とぱ「隣人」を含めた広い家族
愛のことであり、その中で核となるのが自己の家族の絆である丁と言えよう。（ビシェットやブリ
ンガーに纏わるアガペーの物語がオークレール家の揺るﾚぎのない家族め絆の上に成り立っているこ
とを忘れてはなるまい）。「彼にとって家族というものが、人間の絆の中で最初にして最後のもので
あることは至極明快であった。＜たいへん結構なことだ。炉端には宗教示あり丁森には自由がある
＞と彼には言えるのも、それが宗教でしっかりと接ぎ本されていたからである」（一七四一一七五）
という語り手の言葉は、それを裏付ける証左である。ジJヤンヌ､が＜世捨七人＞ではな＜＜女＞とし
て生きたならば、ピエールと結婚して「幸せな母親」（一七七卜仁ならヤいたことは間違いなかろ
う。というのも、ピエールは数多い求婚者の中でいちばん熱心で、しかもジャンヌの父親の眼鏡に
最も適った人物であり、当のジャンヌ自身も彼には好感を抱いていたからであ=る。語り手は「彼女
はピエールに好意を抱いているようであった。ジャンヌが最初の誓願を立てて父親の家に寵もって
からというもの、若いシャロンは失望のあまり森に入ったといくうめはl:……モントリオールでは今はも
う古い話である」（一七二－一七三）と述べている。　　　　　十　　＼
　想えば、ピエールが定期的にミサに出かけるジャンタを待ち伏サして√彼女に面談を求めるとい
う思い詰めた行動に出たのは、彼女が自宅に引き寵もってから四年目のことである。しかし、ジャ
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ンヌはピエールを責めるどころか、彼との再会を喜んで「私はいつも貴方のために祈っています。
そしで貴方に子供ができたら、その子供のために祈りましょう。 私たちが二人ともこの世に生きて
いる限り、私は毎日貴方のために、こう祈っているものと承知しておいてください。神さまが貴方
を悔罪の暇もない急死からお救いくださいますよう、また私たちが天国でまた会うことができます
ように」（一七九）と優しく慰める。ここにピエールに対するジャンヌの特別な思いを感じとるこ
とができよう。ピエールが三十の半ばを過ぎても独り身であり、ジャンヌのことを思い切るのに二
十年近い歳月を要するのは、少なくとも、彼の思いが¬-方的な片思いではなかったことを示すもの
である。「世の光になる」という悲願を成就させるためには、ジャンヌは自分の親のみならず相思
相愛の幼馴染みですらも捨てなければならなかったのである6これが世捨て人の定めではあるとし
ても、果たしてジャンヌ自身は何時までも「強さ」の段階に踏み止まることができるのであろうか。
一般にキャザーの描く偉人たちは時間を「創造の媒体」として、ひたすら願望の実現を目指して生
きている間は「強さ」の段階にあるが、いざその願望の実現に成功すると、悲劇的な寸成功のパラ
ドックス」14）に襲われるのが常である。この「成功のパラドックス」の故に、彼らは「哀れ上へと
陥るのである。狭義の＜家族の絆＞という点から見れば、ジャンヌは、ピエールを捨てることによっ
て、彼女の未来の家族をも捨てた、と言えよう。長い孤独な苦行生活の果てにジャンヌ=が「時の重
荷」を痛感する段になって、ピエールに対する心の痛みと同時に、チャールズ・ラムの描いた＼「幻
の子供たち尹を思い見たこともあったのではなかろうか。いな、そんな想像をするのは凡庸な俗
人に過ぎない筆者の＜弱さ＞であろうか。　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　＼
第三に、ジャンヌの丁強さ」の裏側には、父親のみならず母親との絆ですらも断ち切らなければ
ならなかった哀しみがある。ジャンヌの母親が亡くなったのは、彼女が二度目の誓願を立て、新た
にもう五年間の隠遁生活を送っていた時のことである。母親は今わの際に家人を娘の戸口までやっ
て、今生の別れをしたい旨伝えたにもかかわらず、返ってきたのは「日夜、母のためにお祈りして
います、と伝えください」（¬一三三）という言葉のみである。母親に孝養の限りを尽くすセシルや
ピエールに対して、臨終を目前にした母の願いも聞き入れず、その死に目にも会おうとしないジャ
ンヌ。この親不孝な行為も信仰生活の中で癒され、決してトローマとは成り得ない、とは誰が言え
よう。そもそもジャンヌが家族と縁を切ったのは＜自己の願望を成就させるため＞であり、彼女の
孤独な苦行生活は、これ以後更に長く続くのである。また「あなたの父と母を敬え［Honour thy
father and thy mother］」（「出エジプト記」20 : 12）とはモーセの十戒の中でも極めて重要な戒
律の＝-つであり、当時の作者が半身不随と重い言語障害に苦しむ母親の看護に心身を擦り減らして
いたことを忘れてはなるまい。ここで、自戒の意味を込めて、老いたる作者の深くも哀しい自省の
言葉を敢えて紹介しておきたい。　　　　　　　　　　　　ト
　　（彼女たちも年を取れば）若い時には気づかなかづたことに気がつくようになる……「私は若く
　て強くて、求めることに夢中であった。そのために、人に対して無清であった。今になって分かっ
　た」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『ハリスお祖母さん』＼一九〇）
　例の糸車の事件のあと、聖女としてのジャンヌの名声は高まる一方である。とはいえ、当のジャ
ンヌ自身は本当に幸せなのであろうか。というのも、仕える神に違いはあれ、作者もまた自己の願
望を成就するために〈女＞ではな〈〈（厳しい芸術の）神に仕える人間＞として生きた女性であり、
しかも文名が揚がるにつれて苦悩と絶望の度合いを深めていったからである。本作品に於けるジャ
ンヌの苦行生活の最終点、換言すれば、彼女の「成功のパラドックス」を具体的に見てみよう。舞
台設定は、時は六月一日のある晩：所は薬種屋の客間：登場人物は、重い口を開いてジャンヌの近
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れたオークレール家がいかに移住民たちの心を捉えようと、家政を預かるセシル自身がその継承文
化の意義と価値を理解しないかぎり、いつまでもイとても聞き分けの良い子」のままであり、新生
カナダの地上版尚「聖家族」の＜聖母＞になる資格は有り得ないからである。セシルが象徴的意味を
付与された子供であり、信仰と家族の絆の双方を大切にして生きる少女であることを忘れてはなる
まい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　（七）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
　六月最後の週のある日、セシルはピエールのカヌーに便乗して生まれて初めての旅に出る。旅め
予定は三泊四日、行く先はオルレアン島である。彼女は前々からこの島に渡ってみたいと思ってい
たのだが、その願いをピエールが叶えてくれたのだ。彼の友人で、島で鍛冶屋を営むアルノワ一家
を訪ねる用事ができたからである。アルノワ一家はセシルを温かく迎えてくれた上に､＼この家の子
供は四人とも全て女の子である。島の野原や沼地には美しい野の花が咲き乱れ、まるで＼「楽園丁
（一八九）にいる気分である。にもかかわらず、就寝時を迎えたときレその気分は一転する。とい
うのも、アルノワ家では衣食住の全てに亙って家政が出鱈目であることが分かったからである。た
いへん蒸し暑い寝室に汚い寝具。しかも、一つのベッドに五人の子供が寝るめである。一睡もでき
ずに、独りこっそりと忍び泣くセシルの脳裏に去来するめは、新たに知る母の偉大さである。丁母
は家の中のことを全て美しくしていたというのに、ここでは料理も、食事も、寝ることも、住む
ことも、なんだって胸がむかつくように思われる。海上のどんなに長い旅だって、こんなひどい状
態に人を置くことなんて有り得ないだろう」（一九二）というセシルの思いは、その確かな証左で
ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　十　　　二　　　　　　　　　　　犬
　三日目耐えきれなくなったセシルは泣いてピエールに訴え、二人は予定よりも一日早ぐアルノワ
家を去る。セシルの旅は完全に期待はずれに終わるが、彼女はこの旅の体験を通して初めて、精神
的に＜子供＞から＜大人＞に成長する。その意味でオルレアン島への旅、アルノワ一家の訪問はセ
シルの人生に於けるカイロじスと言える。これほど重要な人生の旅に同伴していたのはピエールであ
り、彼がセシルの人生開眼にも無関係ではないことを指摘しておきたい。というのも、自宅に帰り
着くやいなや、彼女はピエールに対するお礼とお詫びの印として彼をﾀﾞﾀ食に招待することにし、
「ピエールのために美味しい夕食を作ってあげよう」（一九七）と張り切っていたとき、次のことを
思うからである。･　　　　　　上
　二日ぶりに自分の道具を使い始めたとき、万事が前とは少七違っているように思えた。まるで、
　自分が家を空けていた二晩の間に、少なくとも二歳は年を取ったようだ。自分は、もはや教えら
　れた通りのことをする少女ではないような気がした。自分が家政の全てにたいそう気を配るのも、
　父を喜ばせ、母の遺志を実行するためだとばかり考えてきた。今になって、それは全く同じぐら
　い自分のためでもあることが分かった……ここにある大小の銅器、帯、雑巾、ブラシは道具であ
　る。けれども、人はその道具でもって、靴や家具ではなく、人生そのものを作るのだ。風土の中
にまた（精神的）風土を作るのだ。毎日毎日を作るのだ。過ぎゆぐ日々の色艶4特別の風味、特
　別の幸福を作るのだ。　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一九七一一九八）
　ここに、セシルの＜子供＞から＜大人＞への精神的成長、換言すれば、彼女のイニシェーション
が描かれているのは言うまでもなかろう。それは、丁少なくとも二歳は年を取ったようだ」という
言葉を見ても明らかである。というのも、彼女の実年齢､つまり「十三歳」（二一七トに「二歳」
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　彼女は素早く、反抗的とも言える口調で言い放ったｰそれは、
せたことのない強いものであった。
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父の前ではこれまで一度も見
　　　　　　　(二二六一七)
　と見てくれば、＜光の家族＞の真の主人公は誰であるかは自明である。それは、新大陸カナダの
国を自分の母国として心の底から愛し、＜子＞に対する無私な母性愛に貫かれた女性セシルである
（ちなみに、ヒロインがケベックに移住した時は僅か四歳であり、しかもケベックはフランスとは
対照的に＜光の国＞である。したがって、彼女にとって、新大陸のニューフランスは二重の意味で
＜去り難い母国＞と言える）。とはいえ、セシルが自分を慕う＜無力で哀れな子供＞のジャックを
いかに深く愛しようと、十三歳の彼女が彼の面倒を見ることができるのはケベックに居る間だけで
ある。それを思えば思うほど、セシルの心を苛むのは後に残されるジャックの行く末である。「私
の一番の心配は（私たち親子が帰国した後の）少年ジャックのことです」（二三一）と切々と老司
教に訴えるセシルの言葉は、彼女が紛れもなく聖母的な女性、自分に全面的な信頼を寄せる子供を
愛し、慈しむ＜慈母＞であることの確かな証左である。ここで「聖家族」の地上（世俗）版が本作
品の究極的賛美と祝福の対象であることを思い見るとき、ヒロインの母性が将来豊かな実を結ぶた
めには、彼女の母性に見合う父性的男性が必要不可欠であるのは自明である。その点を踏まえた上
で、本文の最終巻「臨終の伯爵」を見てみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（八）
　物語はフランス行きの最終便の出港を間近に控えた十月の末から始まる。伯爵は今や七十八歳で
ある。彼は今年こそ総督の任から免ぜられ、「彼をフランスに召還して、過去の功績に報いる立派
な地位に就かせるという手紙が来るものと確信していた」（二三八）が、その「良き知らせ」はつ
いに来なかった。伯爵のたび重なる請願にもかかわらず、彼の本国召還は今年もまた無視されたの
だ。大西洋の彼方にあるアメリカ大陸の広大な植民地、ニューフランスの事情は母国ではなかなか
理解してもらえない上に、ずる賢さが売り物の廷臣たちの中で、清廉潔白にして「率直にものを言
いすぎる」（二五八）伯爵に王は無情である。「自分には廷臣らしいおべっか使いができない」（二
三九）と伯爵は自認しているが、「おべっかが使えないと軍人も出世できない当節」（二三九）であ
り、しかも彼は余命の少ない高齢の身である。生きて母国に帰れる確証はほとんどないとするなら、
オークレール父子を帰国させるのは今の内である。伯爵は薬種屋を総督邸に呼んで、机の引き出し
から大金の入った革袋を取り出し、彼に帰国を勧める：「君にケベック行きを説得したとき、力し
は将来帰国させると約束した……その袋の中には君が国に帰って手頃な商売を始めるには十分な金
が入っている。もしわしが君の立場にいたら、家財道具を纏めて明後日の船に乗るだろうよ」（二
四一一二四二）。
　伯爵の申し出に対して、オークレールは静かな声ではあるが何の躊躇もなく答える：「私は閣下
と運命を共にするために、この国にやって参りました……閣下がケベックに残られる限り、私もこ
の地に残ります。それに、そんなものは不要でございます」（二四二）。伯爵の再三の説得にもかか
わらず、オークレールは帰国の勧告と金の受け取りを拒んで官邸を辞去する。高齢の伯爵に万一の
ことがあれば、オークレールの帰国は極めて望みの薄いものとなる。にもかかわらず、彼は敢えて
主人の伯爵と運命を共にする道を選んだのである。ここに「奸人、善人、真の人」としてのオーク
レールの真骨頂を見ることができよう。結果はともあれ、薬種屋に負うていた懸案の義務を果たし
た後のある夜のこと、伯爵は不思議な夢を見る。
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　彼は夢の中でも眠っていて急に目が覚めた。夏になると､､乳母がよく連れていってくれたオア
ズ河畔に近い、古い農家で子供として目が覚めたのだ。何か危険なことが自分の身に迫っている
ような気がして、驚いて目を覚ましたところであった。子供の彼はベテドから起き上が芯と、素
足のままで庭に続く戸口へこっそりと近づいていった。戸は少し開いでいる。戸外の闇の中に、
羽毛の帽子をかぶり、大きな長靴を履いているとても背の高い男が立っていた一まさしく巨人
であった。彼の頭は男の長靴の天辺にも届かない。この巨大な男が一体何者なのか彼には全く見
当がっかなったけれども、ただ家の中に入れてはならない､=………:=閉万めIEMすことができなければ万事休
してしまうということを知っていた。　　　　　　　　　十二……ﾚ…………　　　　　（二四三一二四四）
　夢や幻想がキャザー文学に於いて極めて重要な意味を持つごとは、彼女め主要な作品、『おお、
開拓者たちよ！』、『私のアントぶニーア』、『教授の家』＼、『大司教に死は来る』………を通観してみても明ら
かである。というのも、キャザーの描いた一連め小説は、「時=ぬ重荷」に捉われた=彼女の精神の遍
歴を多層的に反映する＜意識の下ラマ＞であり、有機的連関を＼持つ＜時間のドラマ＞であるからで
ある。『岩の上の影』を執筆時の作者が骨身に惨みて痛感していたことは「時の重荷」の非情であ
り、己の母性を犠牲にして手に入れた成功の虚しさである。＼ぞテレた彼女の思いを色濃く反映して
いるのが上記の夢であり、その意味するところは「成功のパラ=」ｼ:」:=ドう
と母性の賛美である。これらのことを踏まえた上で、伯爵の見た］不思議な夢」の分析と解釈に入
りたい。それには、（１）彼が夢の中で子供に退行し、自分のJ家ではなく乳母の実家にいることは
何を意味するのか、（２）戸外の闇の中にいる、羽毛の帽子をかぶり、大きな長靴を履いている巨
人とは一体誰なのか、（３）こめ巨人を閉め出すことができな叶れば何故に万事休するのか、とい
う問いに答えてゆく必要がある。伯爵の人生を概観しながら順yを追づて考えてみよう。
　軍人として大成しながら、「打ちひしがれそうな失望に静かﾉに耐え（る）」（二三七）失意のフロ
ッテナック伯爵。ここに、処女作の『アレグザンダーの橋』以来ギャザーが繰り返し描いてきた
「成功のパラドックス」を読みとることができるが、彼の私生活心公生活と同様、不幸そのもので
ある。伯爵の回想によれば、彼は生まれてこのかた乳母のノ≠=ﾐ=以外に女性四愛というものを知ら
ない寂しい人間である。語り手は次のように述べているよ　ニ
　ノエミは、彼が乳離れした時から学校へ通う年まで、彼の面倒を見てくれた。彼の母は心の冷た
　い人間で、子供には薄情な女であった。伯爵は夢から覚めなナがらベプドの万力ニテンの奥に身を横
　たえていたとき、おそらく年老いたノエミほど自分に愛情を:注いでくれた女性はいないだろうと
　思った。もちろん全ての女性が妻のように彼を個人的に嫌悪していたわけではないにしても、し
かし、どの側室も一時的にしか愛してくれなかった。
身、というものを彼はついぞ知らなかった。知ること
だが、乳母のノエミだけは、彼の美しくて、強い、小
心の優七さ
がで･き:ない
さな身体を
、打算もなければ私心もない献
、というのが彼の宿命であった。
愛してくれた。怪我をしたと言っ
ては嘆き、病気の時は看護し、疲れた時には抱っこをしてぐれた。年老いて身体を病む今、彼の
心は、夢の中で、ノエミのもとへ、オワズ河畔の彼女の農家へと帰っていくのであった。
(二四五一二四六)
　子供時代に伯爵が乳母のノエミに連れられ、彼女の農家
の回数は僅か四回である。にもかかわらず、「（夢の中で）
を訪ねたのは八歳までであり、しかもそ
子供の素足は床のあらゆる凹凸を避けて
通った。暗闇の中でも躊躇することなく台所の土間から、高い敷居を越えて√居間の木の床を歩い
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ていった。あらゆる家具の正確な位置が分かっていたので、家の中を飛ぶように駆けても決して蹴
つまずくようなことはなかった」（二四五）という語り手の言葉は、子供の時にノエミの農家で過
ごした夏の日々が伯爵にとって如何に幸福であったかを明白に示す証左である。と見てくれば、問
いの（１）に対する答えは自ずと明らかである。「夢象徴の明らかな原因は抑圧と願望充足尹にあ
り、「成功のパラ‥ドックズ」とは、換言すれば＜時間のパラドックス＞であるからこそ、成功の虚
しさを痛感する失意の伯爵が、夢の中で「人生最良の時」であった違い昔の楽園の世界へと退行し
ていったのである。では次に、問いの（２）＜戸外の暗闇の中にいる、羽毛の帽子をかぶり、大き
な長靴を履いている巨人とは一体誰なのか＞について考えてみたい。改めてフロンテナック伯爵の
人生を詳しく見てみる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　ニ
　最初に、伯爵の「楽園め時代」が終わったのは八歳の時である。というのも、」第一に、彼は小学
校入学（全寮制？）と同時に乳母から引き離されたからであり､=万第二に、「オワズ河畔の古い農家
はノエミの財産であったが、彼女の息子が結婚したとき、当時の慣習によって実権は嫁の手に渡っ
た」（二四五）からである。次に、伯爵は欧州のみならずアメリカ大陸に於いても軍人として数々
の勲功を立て、カナダ総督にまで登りつめた偉人であるが、彼が軍籍に入ったのは十五歳の時であ
る。と見てくれば、フロンテナック伯爵の経歴は、二つの重要な点で『教授の家』の主人公セント
ピー=一ター、換言すれば、作者の分身中の分身とも言うべき重要人物の経歴と重なってくる。という
めも、セントピーターの人生は次の三つに大別できるからである。第一は、死の哀しみや思いとは
未だ無縁の無時間的な楽園の世界に住んでいた八歳までの子供時代である。第二は、その幸福な楽
園の世界から引き離されて「ほとんど死ぬような思い」をしながらも、その哀しみの体験に耐えて、
現実め世界（時間の重荷と死）を受け入れた少年時代である。第三は、その現実の世界に愛の対象
を見９けて、「意識的にせよ、無意識的にサよ、常に＜愛する＞という動詞を活用させる」「愛する
人」ﾐ換言すれば、生の喜びを追い求める時間の肯定者に変身することによって、死に逆らい、死
を否定して生きた青春以後の人生であるげ）　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　十
　＼セントピーターとフロンテナック伯爵の共通点は上記の点のみに止まらない。両者は「愛する人」
としての公的生活のみならず私生活、換言すれば、夫・父としての「心のロマンス」に於いても共
に苦杯をなめた人間である。最初に、伯爵は妻帯者である6にもかかわらず√総督邸で＜単身生活
＞をしているのは「彼を個人的に嫌悪」している妻とは久しく別居の身であるからである。いかに
愛のない夫婦といえども、十七世紀のカトリック教徒に離婚は御法度である。次に、ｲ白爵には息子
が丿人いたが、その愛息にも数年前に下町の戦いで死なれ、家族と呼べる者はケベックに誰一人い
ない。寸輝かしい失敗を重ねた」（二三九）あげく、異境の地で独り寂しく死んでゆく運命。これが
「愛する人」として生きた伯爵の人生の末路である。己の生涯を回想すればするほど、伯爵の心中
に去来するのは「世の中というものは二十歳の時に、いやそれどころか四十の時に､考えていたよ
うなものではなかった」（二四七）という痛恨の思いである。　つ　　　　　　　　　　　　　ト
　と見てくれば、軍籍に入って以来「愛する人」として歩んだ伯爵の人生は、究極的には否定の対
象とならざるを得ないのは自明である。この＜「愛する人」として生きた大人の自己＞が伯爵の夢
に現れた丁羽毛の帽子をかぶり、大きな長靴を履いているとても背の高い男」なのである。それは、
男が履いている「大きな長靴(large ｂｏｏtｓ）」と遣い昔三歳のオークレールを怖がらせた伯爵の
「とて心大きな長靴(such large boots)」（十九）の符合や、＜夢の中の巨人＝「あの恐々しい男」
（二四四j）＞という子供の恐怖を見ても明らかである。「巨人」が「子供よに敵対する否定の対象と
なっているのは、＜大人の自己士「愛する人」＞と＜子供の自己＞に対する伯爵の評価が正反対で
あるからである。したがって、夢の中で＜子供の自己＞が必死になって＜恐ろしい巨人＞を閉め出
そうとしているのは4自己の人生から「愛する人」として生きた時間の全てを閉め出し、乳母の農
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家という楽園め世界で何時までも子供のままでおりノたい:とケいうノ伯肴=の切実Jなく吽間停止願望＞を意
しかし＼｢不思議な夢上の意味するところは√伯
ないことは√人万り組んだ夢の設定や八歳の子供ど雲突し《T=j
見ても用らjかである6い/ぐら子供が死に物狂いの努カレを]ﾚL
人＞が家の中ﾚに人づてくるの=は確実であ卜り√単に時間=の摺
できこないのである⊃したがって√伯爵の見た夢は時聞のﾀ
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れば万事休しでしまう」という子供の危機感はて
自覚しているﾉことを意味するものであ=る:。巨人に
抗う「愛する人士であることを示すもめであるが､万万ﾚ.万
面前の伯爵に対し七抱いた思い、「輝か七い失敗を１
ろ自分め運命と新たに闘う計画を思い巡ら㈲ている人め……よ;
剣士のよう=な/態度であるレ両肩から足の爪先まで意志と方
度そのもの仁心の思いが表れているめだJj(二三九卜七万> ■'
　とはいえ√伯爵が「愛する人」として生きられる:のﾌﾟも］夢ﾚｶﾞ
思議な夢トかぢの覚醒を境に√彼は寸時の重荷」に抗言……j「愛
＜死期の近い老人＞へと精神的に変身を遂げるから寸あｿる①が
　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　ｋ　－一-に逆らうことの無益を悟っﾄたのTなある。いくら
ことなどでき=ないのは火を見るよりも明ら;かである↓｣
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約一か月後の十→月、＜自分の死後l:心臓を母国に送ノ
ン教会のレ彼が好きだづた亡姉の隣に埋葬するよう証;
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めながら､･フ万ロンテナフグが最後に求めたものノそれ
は、伯爵に死なれたオーグスレ十ル親子を見てみようノ
ニ人にと⑤て、伯爵は経済的にも精神的｡にも力強
もしい屋根｣∇(二五九)であった。しか七彼の死にし
したのである⊃総督という強力な後ろ盾をなぐした
暮らしを立てて:ゆけばよいめか、セシルは不安でな
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闇ぐに居るﾄ＜恐jろしい巨
の流れを止めることは
その寸願望充足」が不
）:=こ犬とよを意味するもの
ができ]なければ何故に万事
二近い高齢であり､ﾀﾞ彼にとっ
世ならミ伯爵=に許ざれた時
あるか=ﾌﾟらであ寡ノと見てく
ﾄﾉ閉ﾚめｹﾞ出すこ:とくができなけ
乙くにこjI=と;を型
直爵が未諭=｢時の重荷｣に
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５人しとしいしうヶよ=り、むし
爵位剣を持づて構えた
寡。＼ｹﾞ意識せずとも＼、態
ら宍かであるノ＼
ｹるﾉﾚと∧い=うのも、｢不
時め重荷｣………を甘受する
通……してミ｢時の重荷｣
子供に巨人を閉め出す
J/の]明るい内に遺言書
ド=ﾉを示す確かな証左で
艮議な夢トを見てから
ﾅ=yンレ｡･にゴラ∧（デ･･シヤ
い回)宍依頼を才－クレー
……ナIダ=総督=にまで登=りごつ
族=どの絆であっ･た。で
ぢの頭上にある頼
し（二五九）が消失
j土地や÷体どうやっ･て
しい生活を次の
の蔵かち来ていた。
は√:十龍の卵とか鶏
であ=る宍ふﾄ士:(二六○)
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　とはいえ、セシルの一番の心配事は伯爵に死なれた父のことである。というのも、「父は、これ
迄ずっと伯爵の庇護のもとで暮らしてきた。伯爵こそ父の活動のほとんど全てであった一実際の
ところ、父は伯爵→人を頼りにこの土地に来た」（二六〇）からである。オークレールは「奸人、
善人、真の人」ではあっても、父性という観点から見れば、失格人間なのである。伯爵が亡くなっ
た日の夜、「これで全てが終わりだ……私の生涯の仕事も、これで終わった……もうこれ以上長生
きしたいとは思わない」（二六一）と、弱々七い溜め息をうきながら娘に語る彼の言葉は、その何
よりの証左である。身寄りのない異境の辺境地で「将来への準備も計画も安定もない生活が恐ろし
い」（二五二）のは父も娘も同じである。だとするなら、オークレールには、彼一人を頼りとして
「新しい時代に生きなければならない」（二六一）娘のためにも､犬弱音など吐いている暇がないのは
誰が見ても明らかである。にもかかわらず、彼は帰国の夢に取りつかれて以来、「家長としての務
め」（二六七）すら背‰こし七きた父性失格の人間マある。頼み・細とも言うべき父親がこのよう
な状態では、セシルも前途に希望が持てず、何をする気力もなくなるのは当然である。親子は夕食
も取らずに、ただ黙したまま、暖炉の前でじっと座り続けるのみである。
　この打ち沈んだ舞台の雰囲気を一変させるのが、夜半に訪ねてくるピエール・シャロンである。
伯爵重体との報に接して、オークレール親子のためにモントリオールから駆けつけてきたのである。
男らしくて頼り甲斐のあるピエールと父性失格の父親。「頼もしい屋根」（二六五）を再度取り戻し
た幸福な安堵感に浸りながち、セシルがこの日初めて思い知ったことは「父がピエールを愛するの
は、彼が伯爵を愛していたのと同じ理由である……この二人は、父自身持ってはいないが、しかし
彼が最も賞賛する特質を兼ね備えている」（二六五一二六六）ということである。なるほど「生身
は死に身であり、誰にも明日の運命は分からない。それが人生というものさ……だから、できる間
は少しでも楽しく生きることだ」（二六七）と明言するピ再－ルの生き方は、「愛する人」とし七生
きた伯爵の生き方とは明らかに異なるものである。しかし、カナダ総督として「自已め任務を立派
にやり遂げた」（二三八）伯爵と「愛情深＜て、恐れを知もない」ピエールは、＜愛＞と＜力＞を
兼ね備えた父性的男性という点では同じである。オークレール夫妻がピエールを、新旧両世界の美
質を併せ持つ理想のカナダ人、「大いなる森の自由なフランス人」と見なしていたこどは既に見た。
頼もしい来客を迎え、心ゆくまで夜食と会話を楽しんだあと、幸福な思いで床についたセシルの胸
中に去来するのは、父性的男性としてのピエールの偉大さと彼に対する尊敬である○　：
　　セシルは二階の寝室で、いつしか重苦しい不安感も孤独感も忘れ去って眠りに人うた。彼女が
忘却の眠りに陥る寸前に考えていたのは、まるで家族の一員であるかのように、今この家で休ん
　でいる、愛情深くて、恐れを知らない友人ピエールのことであった。彼には、伯爵のように、王
　位の後ろ盾もなければ（後ろ盾とはいっても√伯爵の場合はお話にならない弱いものではあった
　が）、お上の威光もない。しかし、彼には権威がある。この国を知り、この国の人々を知ってい
　ることから来る一種の力がある。それは、力であるとともに、一種の情熱でもあった。セシルに
　とって、ピエールの勇気と誇りは、フロンテナツク伯爵のものよりも更に一段と素晴らしいもの
　に思われた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二六七一二六八）
　内に秘めた豊かな母性の故に地上の聖母に讐えられ、ニューフランスの地を自分の母国として愛
するヒロインのセシルと、その母性に最適の父性を体現するカナダ人青年ピエール6本作品の究極
的賛美と祝福の対象である地上（世俗）版「聖家族」を創建するのに必要な条件は揃ヶたのだ。後
は二人が結ばれるだけである。では最後に、「平ピローグ」を見てみよう。
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のではないが、しかしその思慮分別の程には承伏しかねた。彼は性急、軽率、移り気であった……
まるで女のように気が変わりやすくて気まぐれなのだ。実際、この司教は、その仕付けの大部分を
婦人の下で受けたのであった」（一二二）という語り手の言葉を見れば明らかである。サン・ヴァ
リェ司教が心身ともに別人に変身を遂げた最大の理由は、国事犯として母国で過ごした幽閉生活に
ある。たとえ彼の政敵が仕掛けたものにせよ、サン・ヴァリェ司教は、敬して止まない国王によっ
て＜カナダでは有害人物＞との熔印を押されたのである。語り手は「フランスに拘留されている間
に、我意の強い司教も心を入れ替え、悲しみに沈む人となった」（二七一）と述べている。彼が十
三年ぶりに任地の司教区に帰ることができたのも、公式に自己の非を認め、カナダ帰任の請願を繰
り返した結果である。母国で幽閉されている間に、サン・ヴァリェ司教は一大変身を遂げ、心身と
もに別人となってカナダに帰ってきたのである。
　それから三日後、司教は従者も連れずに一人で薬種屋を訪ねる。この薬種屋の店が終章でも物語
の一番舞台であるが、ただし主役はサン・ヴァリェとオークレールの二人である。前者は「変化」
を体現する人物であるのに対して、後者はその反対であり、しかも彼の店まで昔のままである。十
三年ぶりに再会した薬種屋からセシルやジャックの近況を聞いた後で、サン・ヴァリェはオークレー
ルに故国の不穏な政情と社会不安について語り、「貴方は何の変化も起こらない、この土地に残ら
れて賢明でしたよ。貴方の所では、何もかも昔のままだ」（二七七）と心から薬種屋を祝福する。
波瀾に富んだ十数年の時の流れは、サン・ヴァリェを「変化そのものを愛する」（一二二）人から
＜変化のないことを祝福する＞人へと一変させてしまったのである。以上の点を踏まえた上で、こ
の司教の変身がオークレールの幸せと如何に結び付くのか、という点について時・空の観点から見
てみたい。最初に、空間の観点から見てみる。
　既に指摘したように、アメリカ大陸のニューフランスが総督と司教という二大指導者を頂点とす
るヒエラルキー社会であると同時に、「聖家族」の信仰に貫かれた＜恵みと救いの土地＞であると
するなら、この国で司教となる人物はラヴァル老司教のように教区民の敬愛の対象でなければなら
ないのは自明である。だとすると、変身前のサン・ヴァリェは、新生カナダの司教としては完全に
失格である。終章が、心身ともに別人に変身した二代目司教の帰任歓迎の場面から始まっているの
は意味のあることであり、ひいてはオークレール個人の幸福にも繋がるものである。語り手は「二
人は、心の温かさと友愛を通わせて無言のまま腰を下ろしていた……オークレールは、いつしか昔
の反目など忘れていた」（二七九）と述べている。では次に、時間の観点から見てみる。
　サン・ヴァリェの一大変身は、彼のヨーロッパ、とりわけフランスでの生活がいかに苛酷であっ
たか、ということを如実に示す証左であるが、フランス自体の国情はどうなのであろうか。母国の
事情を知りたがるオークレールに、司教は答える：「私たちは新しい世紀の初めにいますが、しか
し時代と世紀が何時も一致するとは限らないものです。故国のフランスでは古い時代は滅びを迎え
ようとしているのに、未だ新しい時代は生まれてこないのです。長い間監禁されている間に、イギ
リスでも同じ思いを抱きました。三十年前の我が国王のような人物は今や世界の何処にも居ないの
です。あちらの国々で起こっている変化は全て、古いものが益々古くなる、というだけなのです」
（二七七）。政情不穏と社会不安が渦巻く中で、新しいものが何一つ生まれず、「ただ古いものが
（滅びに向かって）益々古くなるだけ」の世界とは、換言すれば、非情な「時の重荷」に支配され
た闇の世界である。時間が「創造の媒体」ではなく「破壊」でしかないとするなら、時の流れによっ
て生み出される変化が断じて肯定の対象には成り得ないのは自明である。オークレールの祖国フラ
ンスは、昔と同様、非情な変化に満ちた＜闇の国＞であり、その前途には未だ一条の光もないので
ある。
　サン・ヴァリェがその人生でフランスを含めた広い世界のみならず、時間の持つ意味をも深く理
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解できる人間となってケベックに帰任したからこそ、彼がオ←クしレ÷ルに語った言葉汀貴方は何
も変わらない、この土地に残られて賢明でした……貴方のお孫さんたちは私たちの時代よりも、もっ
と良い時代を見ることになるでしょう」（二七七一二七九）には、強い説得性と未来に対する希望が
ある。サン・ヴァリエ司教が帰ったあと、「訪問客が語ってくれた多＼くのこと」＼（二七九）を回想、
黙考しながら、いつしか深い幸福感に浸ってゆく薬種屋の姿はその紛れもない証左であり、同時に
『岩の上の影』という孝行物語の最後を飾るラスト・シーンでもある。「山の手」に住む娘家族の家
に向かう前に、しみじみと己の幸せを噛みしめるオーダレールの胸巾を、語町手は次のように述べ
ている。時は一七一三年八月二十日、所は十年一日のごとく「何も変わらない」極北の岩山の町、
ケベックの薬種屋店内である。　　　　　　　　　　　　し　　　　＼
　自分は、何も変わらないこの地で老年を過ごし、国王の死も、長い摂政政治から生まれるであろ
　う諸々の害毒も及ばない国で、孫たちが大きくなってゆくのを見られて、本当に幸せな身の上だ
と思った。 に八九二二八〇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（十）　　　　　　ノ:
「十年一昔」だとするなら、『岩の上の影』は、まさに「むかし√むかし」から始まり、「めでた
心の温まる伝説風物語であり、作品技法も老成した作家
とはいえ、終章で主人公め人生に最終評価を下すという
し、めでたし」で終わる童話形式に則った心
の力量を遺憾なく示す見事なものである。と
極めて重要な役を務めるサン・ヴァリエ司教と作者自身の大きな共通点を思い見るとき、何も変わ
らぬ世界で平穏無事に日々の生を営む庶民の生き方を称
は、紛れもなく作者自身のものであるムここにキャザー
え、祝福する老いた司教の人生観や価値観
文学に於け谷本作品の異端性があり、この
異端性こそ『岩の上の影』の「弱さ」と作者の衰えを明白に示すものである。最初に、サン・ヴァ
リエ司教と作者の共通点から見てみたい。　　　　　　………………j
　両者はケベックに来る前に、変化に満ちた国で非情な寸時の重荷丿丁に苦悩した体験を有するのみ
ならず、共に五十代で否応なく前非を悔いたあと、心身ともに別人に変身した人間である。『教授
の家』（一九二五年、作者が五十一歳の時に出版）は、現実の世界と峙間に対する徹底的な幻滅と
絶望の果てに、「神から自由なナポレオン」から「セン斗・ペテ口」＼ぺと百八十度の変身を遂げる
開拓者教授ゴッドフリー・ナポレオン・セントピーターの諦観に満ちた悟りの姿を描いているが、
らである。意識的であれ無意識的であれ、作者は、心身ともに別人になったサン・ヴァリエ司教の
変貌ぶりを克明に描いていたとき、実は己の自画像を=描いてい首のである。一九三〇年十二月
(『岩の上の影』が上梓される八か月前で、キャザーは五十七歳)､ﾉ:彼女力1アメリカ文芸協会からハ
ムリン・ガーランド賞を授与されたとき、その式典に出席していた作家のハムリン・ガーランドは、
日記の中で「ヴィラ・キャザーは演壇にいた。だのに、私にはそれが彼女だと=は分からなかった。
彼女はそれほど一変していた。不器量で、背が低く、不格好な年寄ﾚり女であづだ……j皮女は全くの
別人になっていた」（ウッドレス　四二二）と述べている。往年の面影もない、老いさらばえたサ
ン・ヴァリエ司教が作者の分身的人物であり、代弁者である:とす宍るなら、＜変化を愛する人＞から
＜変化を厭う人＞への一大変身を明確に示す彼の祝福め言葉汀貴方は何の変化も起こらない、こ
の土地に残られて賢明でしたよ」、換言すれば、本作品の最終結論はし、一体何を意味するのであろ
うか。次に、その点について考えてみたい。
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　変化という観点からキャザー文学を通観してみると、ごの作家はｰ「教授の家」を境にエロス
の世界に背を向け、カトリシズムヘの傾斜を深めて行くにしても一処女作（『アレグザンダーの
橋』（一九一二）から最後の大作（『大司教に死は来る』（一九二七）に至るまで、終始一貫七て
「変化」を創造する開拓者とその人生を称え続けてきたことが明白となる。『私のアントニーア』
（一九一八）、『迷える夫人』（一九二三）、『教授の家』（一丸二五）､イ大司教に死は来る』の四作品
がキャザー文学の傑作であることに誰も異論はなかろうが、作者はこれらの作品の中で、西部ネブ
ラスカの荒れ地を豊かな田園に変えた開拓移民のアントニーア・シメルダ・クーザック、未開の大
西部に鉄道を敷設したダニエル・フォレスター大尉、十五年の歳月をかけて八巻の大著『北アメリ
カに於けるスペインの冒険家たち』を書き上げたゴッドフリー・ナポレオン・セントピーター教授、
更に十九世紀のニューメキシコの町サンタ・フエに新大陸最初のロマネスク様式の大聖堂を建立し
たシャン・マリー・ラトゥール大司教と、開拓者としての彼らの生き方に惜しみない賛辞を呈して
いる。彼らは全てアメリカ大陸の未開の辺境という広大な蕃地を舞台に、「変化」の創造に生きた
非凡な「行動の人」であり、作者の理想とする人生哲学を具現する人物である。
　これに対して、『岩の上の影』で最終的に祝福されているのは、キャザー的偉人とは凡そ程遠い
父親と、作者が歩んだ人生とは正反対の人生を歩む孝行娘であり、しかも彼らが日々の生を営む岩
山の町は、人間を寄せ付けない荒漠たる不毛の原野や砂漠ではなく、変乱の旧大陸からは遠く離れ、
「ヨーロッパ人を窒息、絶滅させる」（七）未開の原始林からも隔絶した＜安全で、平穏な閉ざされ
た空間＞である。と見てくれば、『岩の上の影』が正統的キャザー文学の中では正真正銘のく異端
＞であり、この異端性にこそ本作品の弱さと「時の重荷」に打ちのめされた作者の衰えがあるのは
自明である。キャザー的偉人であるブロンテテック伯爵やラヴァル老司教、それに聖女のジャンヌ・
ル・ペルの人生が例外なく不遇で終わっているのは、そめ事実を裏付ける確かな証左であるよ
　開拓者たちの栄枯盛衰の姿を見つめながら、常に彼らの生き方を称え続けてきた作家キャザー。
その彼女が最後に悟った人生哲学とは、己が背を向け、否定してきた生の営みにこそ人間の本当の
幸せがある、という悲劇的なものであった。本作品の人物を用いて換言すれば、彼女がジャンヌ・
ル・ペルの人生ではなく、セシルのような生き方を選んでいたら、今は亡き最愛の父に親孝行がで
きたのみならず、彼女自身も幸福になれたのであろうに、という仮定法過去完了の願望であり、七
たがって現実の世界では実現不可能な痛恨の思いである。作者の伝記事実とこの作者の特質から判
断するなら、その仮定法過去完了の願望を現実には何処にも存在七ない昔々のニューフランスの町
ケベックを舞台に成就させたのが本作品である、と言えよう。だとすると、どこかで時が止まって
いるように「変化とは無縁」の「岩山」の町で更にタイム・カプセルに乗り換え、現実から完全に
遊離した桃源郷の世界に逃避し、仮定法過去完了の願いを成就させる心身ともに老いた作家に、も
はや「時の重荷」に抗う力がないのは自明である。しかし、人生最大の不幸に見舞われた彼女の本
当の悲劇が始まるのは、この作品を完成させた後である。というのも、執筆終了とともに、彼女は
自らの想像力によって作り上げた幻の桃源（不易不動の「岩山」の世界）から、仮定法過去完了の
世界にしか存在しない幸福なユートピアの世界から、変化に満ちな非情な現実世界（「時の重荷」
に支配された「影」の世界）へと戻ってゆかなければならないからである。　　　　　つ
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